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＊　4　月　の税金＊

固定資産税（1期分）
納期限　5月1日（火）まで

軽　自　動車税
納期限　5月1日（火）まで

いきてます　明るい街に　あなたの税金（遠申2年東　直美）
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第335号　　　　　　　　　　　　　　　毎⑲西の餌（2）

新学期を控えて
（亘亘重垂直亘D

家族で守ろう＼交通弱者、毒の全国交通安全運動4月6日～15日

国民健康保険謎の切り替えを、3月29日・30日・31日の三日間役場玄関で行います。
お忘れのないよ　う　お願い　し　ます。

お

母

さ

ん

が

先

生

で

す

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
安
全

し
ょ
う
。
あ
わ
で
て
登
校
し
、
忘
れ
物
に
気
づ

い
て
家
に
引
き
返
す
途
中
で
、
郵
政
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

新
入
学
（
圃
）
ま
で
、
あ
と
あ
ず
か

です。い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
お
子
さ
ん
が

安
全
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
日
常
生
活
の
な
か
で
の
、
日
ご

ろ
の
お
母
さ
ん
の
努
力
こ
そ
が
も
の
を

い
う
の
で
す
。

子
供
を
交
通
寧
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
ぜ
ひ

お
子
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と

を
、
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

具
体
的
な
教
え
方
を

●
実
際
の
体
験
を
通
し
て
教
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

通
学
、
通
園
時
間
に
合
わ
せ
て
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
（
園
）
蹄
を
何

回
か
歩
い
て
、
信
号
機
の
見
方
、
横
断

歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
を
指
導
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
時
間
や
曜
日

に
よ
っ
て
交
通
革
情
が
変
わ
る
こ
と
を

併
せ
て
教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
子
供
に
は
　
「
あ
あ
し
て
は
い
け
な

い
」
　
「
こ
う
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い

っ
て
も
、
あ
ま
り
効
き
め
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
全
な
行
動
を
具
体
的
に
教
え
て

実
存
さ
せ
、
は
め
な
が
ら
教
え
る
と
効

果
が
あ
り
ま
す
。

●
道
路
を
横
断
す
る
前
に
、
必
ず
い
っ

た
ん
停
止
す
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
曲
り

角
で
は
必
ず
止
ま
る
な
ど
の
習
慣
を
つ

け
て
注
意
深
い
子
供
に
育
て
ま
し
ょ
う

●
道
路
で
遊
ば
は
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん

か
ら
徹
底
し
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
で
は
、
表
通
り
を
通
る
車
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
そ
う
の
注
意

が
必
要
で
す
。

帰
宅
後
の
遊
び

に
も
注
意
を

交
通
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
お
母
さ
ん
の

お
手
本
に
よ
っ
て
、
安
全
な
行
動
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
温
か
い
愛
情

を
も
っ
て
指
導
し
て
あ
げ
て
は
し
い
も

の
で
す
。

●
帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ
い
範
囲

や
帰
宅
時
間
な
ど
を
決
め
て
、
子
供
に

し
っ
か
り
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ー
つ
o●

子
供
に
自
転
車
を
利
用
さ
せ
る
場
合

に
は
、
子
供
の
年
齢
や
体
力
に
適
し
た

も
の
を
選
び
、
と
き
ど
き
お
子
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
点
検
や
整
備
を
し
ま
し
ょ

え
ノ
○

お
子
さ
ん
が
、
お
母
さ
ん
と
の
毎
日

の
楽
し
い
語
ら
い
の
な
か
で
、
正
し
い

生
活
に
ゆ
と
り
を

ド

ラ

イ

バ

ー

の

み

な

さ

ん

へ

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
　
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
次
の
点
を
厳
守
し
て

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
安
全
速
　
く
だ
さ
い
。

転
と
、
子
供
た
ち
へ
の
思
い
や
り
が
必
　
●
子
供
の
，
飛
び
出
し
〟
は
突
発
的
で

ま
た
、
子
供
が
毎
日
の
生
活
で
時
間

の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
も
、
交
通
蒋
故

に
遭
わ
な
い
た
め
の

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で

す。●
寝
る
前
に
翌
日
の

準
備
を
す
ま
せ
る
よ

う
に
習
慣
づ
け
、
登

校
時
問
に
余
裕
を
も

た
せ
ろ
よ
う
に
し
ま

す
。
子
供
の
姿
を
見
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
目
に
し
、
徐
行
運
転
を
／

●
子
供
が
通
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
き
は
、
後
続
車
に
合
図
を
′

●
発
進
、
後
退
の
と
き
は
、
周
囲
に
子

供
が
い
な
い
か
を
確
認
／

●
左
折
す
る
と
き
は
、
左
側
に
自
転
車

に
乗
っ
た
子
供
や
歩
行
者
が
い
な
い
こ

と
を
十
分
確
か
め
て
徐
行
を
′



（3）公⑭筋の肝　　　　　　　　　　　　　　　第335号

「ぁかりをつけましょボンボ）に」rj

か　‾南部保育園でひなまつり‾
3月2日、ここ南部保育園では一日早い～ひなまつり、。

ステージではクラスごと（こ歌や同、楽蕾の演奏。先生か

らのプレゼントでひをまつりの紙しぼいも。あられを食べ

て、白酒のかわりにジュースを飲み楽しいひ在家つりで

した。

一，∴∴∴・ 
紅 

∴．∴　∴「∴虻：∴∴　∴ 　　i∴∴－　∴：∴ 

∴÷ �醒蘭 

三、 ∴∴ 

述∵申開 

「ホラ、ここにも！」

－西川の土手でつくしとり－

3月13日、西川の土手に遠賀川保育園の園児達。何を

しているのかなと見ていると、アン、つくし．〈I少し緑色を

増した草のかけから長いのは10cmくらいにのぴたのもあ

り、みんなでわいわい、にこにこ大はしゃぎ。

春はもうそこに。

電着／∵電

諦寧
Rg

・－）
諒

lT○、　三　昧

弼嗣四日

）終（

民
俗
資
料
館
紹
介

徳
　
利

．
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
〟
と
昔
の
人

は
よ
く
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

寒
い
寒
い
と
言
い
な
が
ら
彼
岸
が
く

れ
は
急
に
暖
か
く
な
っ
て
く
る
。

四
月
と
も
な
れ
ば
桜
の
花
を
は
じ
め

百
花
線
乱
、
一
升
瓶
の
酒
癖
す
る
時
節

で
あ
る
。
苦
は
、
一
升
徳
利
が
酒
入
れ
と
し
て

利
用
さ
れ
た
が
、
今
で
は
影
を
ひ
そ
め

た。
徳
利
は
、
一
枚
に
は
「
と
っ
く
り
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
陶
製
の
酒
入
れ

の
古
い
も
の
は
輝
子
で
あ
り
「
と
く
り
」

と
は
瓶
の
総
称
で
も
あ
っ
た
と
巻
え
ら

れる。瓶
子
は
、
浅
木
神
社
亜
美
I
C
昔
の
祭

典
の
記
録
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
多
く

′

み
る
こ
と
が
で
き
ろ
。

徳
利
は
中
世
以
後
急
に
発
達
し
、
民

間
の
酒
席
に
も
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
胴
の
張
っ
た
運
撤
・
保
存

用
の
酒
徳
利
・
笛
油
徳
利
・
酢
徳
利
な

ど
が
あ
る
。

胴
の
ふ
く
ら
ん
で
い
な
い
も
の
は
貧

乏
徳
利
と
い
わ
れ
る
。

江
戸
中
期
か
ら
酒
を
あ
た
た
め
る
絢

徳
利
が
で
き
た
が
、
酒
宴
用
と
な
り
銚

子
と
い
う
き
れ
い
な
言
葉
と
な
っ
た

が
、
一
般
に
は
桐
瓶
と
も
よ
ば
れ
て
い

ろ
c

一
升
徳
利
は
「
ぼ
た
ん
」
の
絵
柄
を

書
い
た
も
の
を
「
ぼ
た
ん
徳
利
」
と
よ

ぴ
、
還
暦
祝
の
贈
物
と
し
て
利
用
さ
れ

た
も
の
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
。

徳
利
は
「
こ
と
わ
ざ
に
L

O
徳
利
か
ら
物
を
出
す
よ
う
I
I
－

出
し
－
こ
く
い
こ
と
の
形
容
で
あ
る
。

○
徳
利
に
口
あ
り
鍋
に
耳
あ
り
　
－

堂
に
耳
あ
り
、
障
子
に
目
あ
り
の
類

で
秘
密
は
も
れ
や
す
い
こ
と
の
智
で

ある。

○
徳
利
に
味
噌
を
つ
め
る
よ
う
な
人
－

す
る
こ
と
が
、
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
人

の
こ
と
を
い
う
。

○
徳
利
の
身
投
げ
の
よ
う
　
ー

泳
ぎ
を
し
ら
す
、
す
ぐ
溺
れ
て
沈
む

者
の
た
と
え
。

こ
の
よ
う
に
徳
利
に
は
、
い
ろ
い
ろ

の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

こ
の
民
俗
資

料
館
に
は
、
臓

典
・
生
活
用

具
約
三
百
点
を

は
じ
め
、
考
古

資
料
・
小
野
文

番
八
八
点
の
庄

屋
文
密
・
土
師

文
蕾
・
木
守
文

書
・
原
田
・
松

本
文
沓
・
井
口

文
蕾
・
熊
田
文

辞
及
用
具
な
ど

の
ほ
か
、
町
内

か
ら
寄
贈
さ
れ

た
諸
文
哲
や
商

家
天
満
宮
文
蜜

な
ど
多
く
の
用

具
・
文
蕾
が
あ

る。

●
〃
“
も
審
′
、

午、●、
駐
継
を
．

蘭
的
細
田
細

田
H
g
駈
南

田
園
隅
田

醤
売
叫
ノ
●
命

日
両
軸
田
圃

え
ー
や
ユ
魚

心．つ　・

高
砂
′
中
元

－
♪
●
J
 
t

1

∵

亨

十・、デー

で
　
八
一

‘

古

今

－
お
わ
り
に
－

「
民
俗
資
料
館
み
て
あ
る
記
」
の
シ

リ
ー
ズ
は
本
号
を
以
っ
て
終
わ
り
ま
す

が
、
編
集
部
貝
の
熱
心
な
活
動
に
対
し
、

乞
は
れ
る
ま
ま
に
書
き
ま
し
た
が
、
い

つ
の
開
化
か
4
4
号
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
何
の
変
哲
も
な
い
拙
文
を

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

し
ま
す
。
な
お
、
今
後
も
こ
の
民
俗
資

料
館
に
資
料
を
お
よ
せ
い
た
だ
き
、
よ

り
充
実
し
た
資
料
館
に
な
る
よ
う
皆
様

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

て
、
ベ
ン
を
お
き
ま
す
。
（
吉
野
千
年
）

ーー事l∴；



第335号　　　　　　　　　　　　　　　　忠の西勉釘

あなたもいかがですか？

㊨◎

9ロ②肥
合民話鍾
次のサークルでは、ただ
全会員を募集しています。
締塾のサークルがあれば
参加して余暇を有効にご利
用ください。

ストレス解消に。健康保持に。

私達の仲間にぜひどうぞ－。

初心者大歓迎。

函のめ○○ヾあの
一i－）＿」。＿1－－　，＿　　＿

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

福
岡
県
　
第
六
団

剣
　
道
　
教
　
室

∇
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時

▽
域
　
所
　
第
一
武
道
場

（
新
入
生
は
、
半
年
間
第
一
武
道

甥
で
練
習
を
行
い
ま
す
。
）

▽
対
∴
象
　
小
学
一
年
生
以
上

∇
締
切
日
　
1
月
6
日
（
金
）

▽
申
込
先
　
4
月
6
日
の
1
8
時
に
第
一

武
道
場
に
集
合

琴
・
i
三
昧
線
同
好
会

毎
週
火
曜
日
の
夕
べ
を
、
美
し
い
旋

律
の
中
で
豊
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

お
琴
と
三
味
線
が
あ
な
た
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
稽
古
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
－

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
申
込
先
　
役
場
内
　
古
田
優
子

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

ヶ

こ

も

れ

び

〟

遠
賀
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会

☆
初
歩
か
ら
教
え
ま
す

☆
若
者
か
ら
軍
配
の
方

☆
一
流
の
先
堂
が
指
導
い
た
し
ま
す

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
練
習
日

▽
晦
∴
間

▽
場
　
所

∇
入
会
金

∇
会
　
費

▽
申
込
先

毎
週
火
曜
日

1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

五
百
円

月
二
千
円

別
　
府
　
佐
伯
政
事

蘭

（

2

9

3

）

0

0

8

2

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

▽
時
　
間
　
1
6
時
－
1
8
時

遅
れ
で
も
、
早
く
帰
ら
れ
て
も
都
合

の
つ
く
時
間
だ
け
歌
い
ま
し
ょ
う
。

∇
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

∇
会
　
費
　
月
五
百
円

∇
申
込
先
　
喧
接
会
場
か
、
役
場
内

古
畑
紀
子
　
鈴
（
2
9
3
）

l
・
－
∩
ノ
ー
3
4

昨
年
六
月
に
発
団
し
ま
し
た
ガ
ー
ル

・
ス
カ
ウ
ト
は
、
一
年
間
、
楽
し
い
集

会
を
し
て
き
ま
し
た
。
歌
や
ゲ
ー
ム
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
料
理
・
手
芸
・
奉
仕
な

ど
目
的
を
も
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
も
ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
に
入

り
ま
せ
ん
か
（
対
象
は
4
月
2
日
現
桂
）

ブ
ラ
ウ
一
一
－
部
門

∇
対
　
象
一
小
学
一
、
二
年
生

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

▽
対
　
象
　
小
学
四
、
五
年
生

▽
連
絡
先
　
新
町
　
院
内
明
子

㊥
（
2
9
3
）
　
1
1
8
6

郷
土
文
化
研
究
会

歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

遺
跡
巡
り
や
調
査
、
発
薮
会
等
を
随

か
わ
い
い
お
花
を
、
あ
な
た
の
手
で

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
例
会
日
　
毎
週
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
1
2
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
視
聴
鈍
重

▽
会
　
蟄
∴
月
二
千
円

▽
材
料
質
　
実
錐

▽
妹
行
品
　
ハ
サ
ミ

▽
申
込
先
　
木
　
守
　
小
川
節
子

㊥
（
2
9
3
）
　
2
1
0
1

時
行
い
ま
す
。

∇
会
　
姿
∴
年
間
二
千
円

▽
申
込
先
　
血
生
洋
　
右
野
千
年

箇

（

2

9

3

）

0

4

2

5

心
身
と
も
に
健
全
は
諸
少
年
の
育
成

を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
空
手
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
良
を
募
集
し
ま
す
。

▽
絞
習
日
　
毎
週
火
脚
H
・
木
唖
日

∇
時
　
間
　
1
9
時
～
2
0
時
0
0
分

▽
勘
　
所
　
第
一
武
道
場

∇
対
　
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
お
よ

び
中
学
生
に
限
る
。

∇
指
導
者
　
襲
秀
会
総
太
郎
道
場
の
有

段
者

▽
申
込
先
　
役
幼
内
　
半
田
継
形

態
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

弓
　
　
道
　
　
部

／
経
験
者
ま
た
は
、
弓
道
を
始
め
た
い

大
多
数
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▽
練
習
日
　
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
時
　
間
　
1
8
鵬
∵
（
2
1
時

▽
場
　
所
　
置
屋
弓
遺
域

▽
対
∴
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
者

▽
会
員
数
　
二
十
玉
名

▽
申
込
先
　
東
和
雛
∴
池
田
紀
元

㊨
（
2
9
3
）
　
4
1
1
9



（5）公⑫弱め餅　　　　　　　　　　　　　　　第調号

▽

申
込
先

町内在住の児童・生徒を対象とした合唱団
・吹奏楽団員を募集しています。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

＆
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

I
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

遭
賀
第
二
団
I

硬
式
テ
一
一
ス
部

健
康
増
進
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
テ

ニ
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
男
性

・
女
性
の
入
会
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す。▽
練
習
日
　
日
曜
日
・
祝
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
入
会
金

▽
会
　
費

∇
申
込
先

1
0
時
～
1
3
時

松
ノ
本
デ
ー
一
ス
コ
ー
ト

五
百
円

三
カ
月
千
円

直
接
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
遠

賀
川
　
金
子
清
適

㊥
（
2
9
3
）
　
2
1
3
8

レ
　
ク
　
リ
　
ェ
　
ー
シ
　
ョ
　
ン
　
研
究
会

昨
年
5
月
発
隊
以
来
、
み
ん
な
元
気

で
訓
続
に
励
ん
で
い
ま
す
。
進
ん
で
隊

貝
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
（
対
象
は
4
月

2
日
現
在
）

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
員

▽
対
∴
象
　
小
学
三
年
生
－
五
年
生

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
貝

▽
対
∴
象
　
小
学
六
年
生
－
中
学
二
年

生遠
賀
川
　
今
橋
出
切

㊨

（

2

9

3

）

0

0

3

8

お
ん
が
短
歌
会

毎
月
短
歌
誌
「
群
炎
」
の
編
集
部
か

ら
河
中
指
菖
先
生
を
お
招
き
し
て
楽
し

く
朗
ら
か
に
歌
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
の
四
月
末
日
に
は
、
中
間
市
農
事

セ
ン
タ
ー
で
、
百
万
・
中
間
・
芦
屋
の

短
歌
会
と
合
同
で
研
究
会
、
歌
会
を
開

催
し
ま
す
。
最
近
お
ん
が
短
歌
会
に
入

会
さ
れ
た
方
で
、
す
ぼ
ら
し
い
作
品
を

発
表
さ
れ
て
い
る
方
が
沢
山
お
ら
れ
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
気
軽
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
例
会
日
　
月
一
回
日
岡
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
－

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
申
込
先
　
木
　
守
　
白
石
一
突

き
（
2
9
3
）
1
2
8
6

地
域
・
職
場
で
レ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
ろ
若
者
を
待

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
一
二
月
曜
日

▽
時
　
閉
　
場
時
－
2
1
時

▽
内
　
容
　
ゲ
ー
ム
、
歌
、
レ
ク
・
ダ

ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン

ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ク
ラ

フ
ト
、
野
外
研
修
等

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

∇
会
　
費
　
二
千
四
百
円
（
年
会
費
）

▽
会
員
数
　
三
十
名

▽
間
合
先
　
役
揚
内
　
田
中
幸
男

舘
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

▽
申
込
先
　
例
会
日
に
直
接
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

少
年
少
女
合
唱
団
と
ジ
ュ
ー
一
ア
吹
奏
楽
団

膝

工

費

教

室

▽
例
会
日
　
第
一
、
二
、
三
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
－
1
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
会
　
費

▽
対
象
者

▽
会
　
貝

▽
申
込
先

月
二
千
円

初
心
者

十
名
松
ノ
本
　
原
タ
ミ
子

田

へ

2

9

3

）

5

3

4

5

こ
の
ほ
ど
創
立
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
若
い
仲
間
と
と
も
に
、
近
郊
ハ
イ

キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
か
ら
、
遠
く
富
山

・
長
野
・
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
日
本
ア

ル
プ
ス
に
い
た
る
ま
で
、
四
季
を
通
じ

そ
し
て
個
人
の
体
力
に
応
じ
て
楽
し
く

か
つ
積
極
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
－
2
2
時

∇
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
年
三
千
六
百
円

▽
申
込
先
　
中
　
央
　
加
醸
梅
吉

衝
（
2
9
3
）
3
6
5
9

多
数
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。◎
合
唱
団

▽
練
習
日

▽
時
　
間

▽
揚
∴
所

▽
対
∴
象

▽
会
　
受

◎
吹
葵
楽
団

▽
諌
習
日

▽
時
　
間

▽
揚
　
所

▽
対
　
象

▽
会
　
費

∇
申
込
先

待
遇
土
曜
日

1
4
時
－
1
6
時

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

小
学
二
年
生
か
ら
中
学
三

年
生
ま
で

父
兄
会
費
と
し
て
五
百
円

毎
週
土
曜
日

1
4
時
－
1
6
時

広
渡
小
学
校
体
育
館

小
学
五
年
生
か
ら
高
校
一
二

年
生
ま
で

父
兄
会
寅
と
し
て
五
百
円

い
ず
れ
も
摸
宮
口
に
会
場

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。



第335号　　　　　　　　　　　　　　　僅㊧西の紺（6）

▽▽　▽▽▽　▽　　　　▽　　初心者の方、多数

墓全会会対時志葎響　入部をお待ちして
先殻賛金象関目　早目　　います。

▽　▽　∇　▽　○　▽　○　▽
串　会　揚　時　唄時　三　植
込　　　　　　　　　昧　舌
先要所　開　　聞縞　目

流行を迫っ三強畠a碕
「カタカタ、カタカタ・・…」とリズミカルをミシンをかける昔

ここ中央公民館硯地質室では毎週水曜日、10時から洋裁教室が
開かれています。「技術ごとは何でも派手ではありません。洋裁
もやはりコツコツと本人の努力以外にありませんね。自分の好み
や体形に合わせて作り、愛憎がこもっているので家族（こも曹ばれ
ると皆さんおっしゃいますよ」と、講師豊岡幸子先生（芦屋高等

技芸学校校長）の跳舌です。開詣以来11年間、ずっと続けられて
いる受講生もあり「自分の体形に合ったものを作り自分だけのお

しゃれを楽しんでいます」とのことです。20人の受請生の皆さん
は水曜日がお楽しみのようです。

車

球

ク

ラ

ブ

）
捺
小
学
欝
育
館

民
　
鴎
　
教
　
室

＜
麓
永
金
運
賃
支
部
∨

民
謡
の
好
き
な
方
、
ど
な
た
で
も
大

歓
迎
で
す
。

・場所鳩
時
0
0
分
－
2
1
時
0
0
分

中
学
生
以
上

五
百
四

月
三
百
四

三
十
五
名

面
接
会
場
か
、
遠
賀
用

談
尾
修
身
　
衝
（
2
9
3
）

O

l

1

6

毎
週
木
時
日

1
7
時
－
鳩
時

1
9
時
～
2
1
時

公
民
館
別
館

月
三
千
円

中
　
央
　
川
村
和
幸

衝
（
2
9
3
）
3
6
6
4

遠
賀
ゴ
ル
フ
同
好
会

町
民
の
親
ぼ
く
を
目
的
と
し
て
、
ゴ

ル
フ
同
好
会
を
鮨
成
し
ま
す
。

近
く
の
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
し
て
、
二

カ
月
に
一
便
の
割
合
で
コ
ン
ペ
を
行
う

予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
よ
う
と

思
わ
れ
て
い
ろ
方
も
、
入
会
し
て
く
だ

さい。
▽
連
絡
先
　
新
　
町
　
徳
重
　
光

＄

（

2

9

3

）

1

8

1

9

さ
つ
き
愛
好
会

こ
の
会
は
遠
賀
町
内
の
さ
つ
き
愛
好

者
の
集
ま
り
で
す
。

あ
な
た
も
さ
つ
き
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
い
た
し

ます。

婦
人
体
操
ク
ラ
ブ

レ
ク
ダ
ン
ス
、
柔
軟
体
操
、
レ
ク
リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

ス

ポ

ー

ツ

の

イ

ン

デ

ィ

ア

カ
ー
で
シ
ェ
ー
プ
ア
ッ
プ
と
体
力
増
強

を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
な
ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
経
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
週
水
馳
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
－
1
6
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
申
込
先
　
直
接
会
場
か
、
東
和
死

斑
ロ
ミ
サ
ヲ
　
題
（
2
9

3

）

2

3

4

6

3

　

日

　

体

　

操

3
B
体
操
は
、
ヨ
ガ
・
シ
ャ
．
ス
ダ
ン

ス
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
を
取
り
入
れ

た
楽
し
い
体
操
で
す
。

肩
こ
り
、
頭
痛
、
頭
痛
、
肥
満
、
ス

ト
レ
ス
解
消
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す

▽
例
会
日
　
毎
過
水
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
∴
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
入
会
金
　
千
五
百
円

▽
会
　
費
　
月
千
五
百
円

▽
申
込
光
∴
東
和
苑
　
柿
木
一
子

㊨

（

2

9

3

）

3

9

6

4

レ
ク
リ
　
ェ
　
ー
シ
　
ョ
　
ン
ダ
ン
　
ス

な
曲
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
み
ま
せ
ん

か。▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
二
四
月
曙
日

▽
時
　
間

∇
場
　
所

▽
会
　
費

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
申
込
先

1
9
時
～
2
1
時

公
民
館
別
館

年
二
千
四
百
円

年
齢
、
性
別
問
わ
ず

上
は
き
用
シ
ュ
ー
ズ

宙
撲
金
指
か
役
場
内
　
田

い
っ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

す
ぐ
踊
れ
ろ
や
さ
し
く
、
楽
し
い
踊
り

そ
れ
が
レ
ク
・
ダ
ン
ス
で
す
。
身
近
か

中
幸
男

＄
（
2
9
3
）
1
3
5
5
（
昼
）

＄
（
2
4
4
）
1
8
6
9
（
夜
）



（7）　℡㊧鍔の紺　　　　　　　　　　　　　　　第335号

「6年間の思い出が今ここに」
－広液中の学習発表会－

3月4日（日）、広波小学校で6年生を送る会

を兼ねた学習発表会が開かれました。音楽、踊り
と楽しいプログラム。中でも6年生の脚、小学校

生活6年間の「思い出ベストテン」は、田植えやボ

ランティア活動、マーチンク、緑の教室風景等を
ユーモラスに表現し、楽しかった小学校生活に名

残をおしんでいました。

広報「おんが」が佳作に
－福岡県広報コンクールー

禁器諜学監鷺＼：謙
んが」9月10日号が佳作（こ選ばれ

ました。これはひとえに、町民の

みをさんのご視力のたまものと感

謝しております。これからも、親

しまれ役に立つ広報作りに粕進い

たします。 蟄

正
し
い
理
解

「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」

の
結
果
で
、
遠
賀
町
民
の
九
三
・
四
％

と
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
同
和
問

題
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
か
の
知
識
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
部
落
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
の
は
大
部
分
の
人
が
一
〇
代
の
義
務

教
育
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
両
親
・

書
∴
ふ
　
け
∴
∴
ゆ
i
土
工

祖
父
母
・
友
人
な
ど
を
は
じ
め
、
身
近

と
認
識
を
㈲

こ
の
中
で
、
最
も
多
か
っ
た
「
〕
ま

ご
ろ
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
と
思

っ
た
」
と
い
う
回
答
を
、
年
代
別
の
集

計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
と
、

－
一
〇
代
…
…
　
…
‥
五
七
二
一
％

三
〇
代
‥
　
　
…
・
五
〇
・
一
％

四
〇
代
・
…
　
　
一
－
〓
・
八
％

五
〇
代
…
・
・
　
‥
－
八
・
七
％

六
〇
以
上
・
…
…
　
　
三
四
・
〇
％

な
人
た
ち
と
の
日
常
生
活
の
中
か
ら
聞

い
た
も
の
が
多
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た

つ
き
に

●
あ
な
た
が
、
勧
請
の
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
と
き
に
、
ど
ん
な
思
い
か
し

ま
し
た
か
。

と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
は
、

㈱
な
ん
と
も

思
わ
な
か
っ
た
　
三
七
・
九
％

㈲
京
の
毒
に
思
っ
た
…
二
六
・
一
一
一
％

㈲
揺
り
を
感
じ
た
…
…
…
三
・
七
％

㈱
あ
た
り
ま
え
だ
と

思
っ
た
：
…
二
・
一
％

㈲
い
ま
ご
ろ
そ
ん
な
こ
と
が

あ
る
か
と
思
っ
た
ニ
ー
一
六
・
六
％

㈲
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
四
・
四
％

と
い
う
回
答
を
得
ま
し
た
。

と
な
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
に
な
る
ほ

ど
、
こ
の
回
答
の
比
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
前
に
も
申
し
ま
し
た

よ
う
に
、
お
と
し
を
召
さ
れ
た
方
に
く

ら
へ
て
、
「
若
い
人
た
ち
ほ
ど
、
は
じ
め

て
部
落
の
こ
と
を
知
っ
た
時
期
が
お
そ

か
っ
た
‥
と
い
う
緯
某
か
ら
み
て
、
そ

の
こ
ろ
に
は
枯
神
的
に
も
か
な
り
成
長

し
、
知
性
や
判
断
力
が
身
に
つ
い
て
い

る
の
で
、
近
親
者
や
周
り
の
人
か
ら
部

落
問
題
に
つ
い
て
、
た
と
え
予
断
と
偏

見
に
み
ち
た
言
い
伝
え
を
聞
か
さ
れ
て

も
、
そ
の
不
合
理
な
こ
と
に
気
づ
い
た

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
若
い
人
た
ち
ほ
ど
多
い
の
は

り
ん
川
∵
っ
　
　
二
人
は
‘
へ
　
り
i
 
h
∵
大

学
校
教
育
で
日
本
国
憲
法
の
根
本
理
念

で
あ
る
「
基
本
的
人
権
」
　
に
つ
い
て
の

〃
′
二
艦
い
∴
∴
∴
人
言
L
O
L
や
か
い
　
∴
－
日
大
∴
∩

学
習
を
し
、
現
代
の
民
主
社
会
の
原
理

で
あ
る
「
自
由
と
平
等
の
世
の
中
」
　
に

こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
あ
っ
て
よ
い
の
か

と
い
う
心
外
な
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
、
こ
れ
は
、
学
校
教
育
の
成
果
で

あ
る
と
評
価
し
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
な
ん
と
も
思
わ
な
か
っ
た
」

と
無
関
心
で
、
中
に
は
同
和
問
題
は
で

き
れ
ば
避
け
て
通
り
た
い
と
い
う
気
詩

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
も
の
や
、

「
京
の
と
く
に
思
っ
た
」
と
同
情
心
の

み
で
問
題
解
決
の
意
欲
や
努
力
を
望
め

そ
う
も
な
い
も
の
が
、
半
数
以
上
も
あ

る
こ
と
が
気
が
か
り
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
気
持
ち
は
若
い

人
ほ
ど
少
な
く
、
（
六
〇
以
上
の
六
八
・

一
二
％
に
対
し
、
二
〇
代
は
三
八
・
〇
％
）

こ
れ
も
教
育
効
果
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
も
学
校
同

和
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

蛍
火

e
L
 
h
卜

’
‖
∴
子

追
有
言
相
　
接

キ
好
ノ
ー
「
減
点
∵
∴
∵
∴

藷
等
議
・
毒
〆
，
・
ル
ら

′
′
管
有
言
で
′
－
イ
・
4

よ
し
た
ト
金
子
・
メ
三
本
I
L
e
r

待
1
．
裏
．
r
T
u
∴
i
／
，

曹
窪
・
・
客
眼
英
二



（8）第335号　　　　　　　　　　　　　　　　塵⑱西曲餌

Oi′一顧離談義灘

別府3649番地
や＋ひろ

木原　康裕くん

（裕彰子さんの瑚）

昭和58年6月27日生

まだ指しやぶりをし勘、と眠

れないし、ハイハイもまだでき

ないけど、笑顔だけはだれにも

まけないんだ。将来野球の選手
にしだいというお父さんの夢、

かなえてあげたいナノ

東和苑（浅木604番地の14）

岩崎　佳代ちゃん

（諸学さんの長女）
昭和58年7月31日生

身体は小さいけれど、健康が
とりえです。今では我家の人気

者。とても憂さょうが良く、人

見知りしません。これからも健

康で育ってほしいパパとママか

らのお願いで－す。

臼 �上 ル エ �，へツ �一－－i．　二二 �（麻 �（ポ 中り 児オ マ生 �予 

本 脳 炎 ��結反 B 核C 、JG �破シ百‾ 傷需 �は し ��防 接 

ン ザ ��風アキム 、一一一一口 �か ）疹 �ビワ 、ノク �穏 名 

㊥④ �㊥④ �6㊥④ �㊥① �㊥④ �㊥① �④ 
毎初3 年め歳 �六3 週歳 �審ツ3 （反（ �てニー24 受期期－ �－18 （i �六3 週（ �受 け 

受て以 け受上 �間以 （上 �一で48 回総力 �け（，へ48 る一i三カ �三36 月カ �聞18 以カ �る 年 

①回国月 番））児 ��上月 お堪 �．∠ゝ 17 ろけの 入る人 �最の 導入 �）佳日 者未 ��頃月 が児 愚が 遍最 、通 

は人 ーは 画一 �お い �の満 み児 B �とを言を 秋－36 （郷カ ��いが て最 二道 �㊥ 受 

（ ㊦逼 初問 �て 高 �C G を 受 �各終月 四了児 回後ま ）12で �回 ⑭ お �回 ⑰ 春 と �け 方 6 実 施 

夏お �6 秋 i �け �（に �お �秋 
l て ��る �18受 カけ �む ね �各 

高 ���月る iお Iい �年 中 �聖 】 �晴 朗 

僚
艦
艦
圃
盤
の
網
目
謬

鞍
欝
憲
義
務

友
姫
剛
縮
刷
婚
直
談
刷

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

予
防
接
種
の
申
込
み
方
法

各
予
防
接
穂
の
一
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
和
睦
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛

生
係
に
申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
意

書
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
と
注
意
書
を
受
領
さ
れ
な
い

と
予
防
接
辞
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
目
せ
き
、
破
鋤

き）
▽
按
駐
日
　
4
月
3
日
（
火
）

5
月
1
0
日
（
木
）

6
月
5
日
（
火
）

6
月
2
9
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
稜
　
1
3
時
紬
分
～

▽
掲
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
〇
第
一
期
　
生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

。
第
二
期
　
第
一
期
終
了
後
、
1
2

－
1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

∇
接
頭
方
法
。
第
一
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か

三
回
接
穂

〇
第
二
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か

一
回
接
理

∇
持
参
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
、
二
穏
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
）
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

と
　
B
 
c
 
G

▽
接
種
日
　
ツ
反
　
4
月
4
日
（
水
）

B
C
G
4
月
6
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
と
B
C
G
を
受
け
て
い
な
い

生
後
3
カ
月
－
4
8
カ
月
児

▽
接
種
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
穂
後

四
十
八
時
間
お
い
て
判
定
、
陰
性
者

の
み
B
C
G
接
穂

ポ
リ
オ
生
ワ
ク（急
性
灰
白
髄
炎
）

∇
接
種
日
　
5
月
日
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

捜
与
　
1
3
時
5
0
分
～

∇
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
生
後
3
－
4
8
カ
月
児

∇
接
頭
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
二
回
投
与

予

防

接

種

メ

モ
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鮮
糖
椙
懲

4
月
同
日
（
火
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
問
に
お
い
で
く
だ
さ
い

▽
錫
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
1
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定

態
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

町
民
健
康
づ
く
り

諾
演
i
会
山
間
i
催

健
康
は
む
こ
う
か
ら
勝
手
に
訪
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
自
身

が
努
力
と
注
恵
で
勝
ち
と
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

た
め
に
も
積
趣
的
な
健
康
づ
く
り
と
併

せ
て
、
語
源
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
　
時
　
3
月
0
0
日
（
金
）

1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

▽
テ
ー
マ
　
「
ガ
ン
の
正
し
い
知
識
に

つ
い
て
」

▽
憩
　
師
　
遠
賀
保
健
所

所
長
　
稲
田
信
義
先
生

▽
そ
の
他
　
映
画
「
正
し
い
知
諭
で
ガ

ン
を
防
ご
う
」

緑
黄
会
に
よ
る
試
食
会
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
布
も
行
い
ま
す
。

昭
和
5
0
年
度

食
生
活
改
善
推
進
教
室

の
受
講
者
を
募
集

地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
の
普
及

徹
底
を
図
り
、
健
康
や
栄
護
に
関
す
る

知
識
の
学
習
、
実
践
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

お
等
寄
切
違
㊧
◎
田
鹿
⑭

▽
開
譜
日
　
昭
和
約
年
5
月
－
昭
和
0
0

年
3
月
ま
で
毎
月
一
回
（
第
一
金
曜

日
か
、
第
三
金
曜
日
）

∇
開
舘
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▽
受
諾
斜
　
無
料

▽
定
　
員
　
1
5
名

▽
申
込
方
法
　
希
望
者
は
、
役
場
保
健

衛
生
係
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
包
括
も
可
）
森
聖
者
多
数
の
場
合

は
こ
ち
ら
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
▽
申
込
締
切
　
4
月
1
0
日
（
火
）

∇
そ
の
他
　
講
座
卒
業
後
は
遠
賀
町
食

生
活
改
善
推
進
員
（
緑
黄
会
）
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健
康
は
体
と
強
い
心
－
－
老
化
を

眈
ぐ
た
め
の
大
切
な
二
本
柱
で
す
。

身
体
の
鍛
錬
と
と
も
に
、
ふ
だ
ん

か
ら
心
を
強
く
鍛
え
る
努
力
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

強
い
心
を
育
て
る
に
は
、
ま
す
、

基
本
的
な
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
体
の
健
康
を
維
持
す
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
、
生
活
を
生
き
抜

く
積
極
性
を
も
つ
こ
と
で
す
。

こ
の
二
つ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

次
の
。
心
を
強
く
鍛
え
ろ
八
か
条
〟

を
心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

＜
縛
－
条
∨
　
気
分
本
位
を
や
め

る
こ
と

そ
の
現
の
気
分
に
左
右
さ
れ
す
ぎ

て
、
日
常
生
活
が
は
か
ば
か
し
く
な

い
人
が
い
ま
す
。
気
分
が
す
ぐ
れ
な

く
て
も
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
て
い

る
と
、
自
然
に
気
分
が
晴
れ
て
く
る

も
の
。
生
活
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

＜
繍
－
一
策
∨
　
完
全
主
麓
に
輪
ら

な
い
こ
と

体
の
調
子
が
常
に
ス
ッ
キ
り
し
な

い
と
仕
部
が
手
に
つ
か
な
い
人
。
ど

ん
な
さ
き
い
な
ミ
ス
も
許
さ
れ
な
い

〟
す
べ
て
か
無
か
〟
と
い
っ
た
生
活

態
度
は
、
あ
ん
ま
り
現
実
的
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
で
き
る
範
囲
で
努
力
す

る
と
い
う
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
態

度
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

＜
縛
三
条
∨
　
過
去
に
こ
だ
わ
ら

な
い
こ
と

い
っ
ま
で
も
過
去
の
郵
憎
や
体
験

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
は
困
り

ます。現
在
の
努
力
と
未
来
へ
の
弟
盟

が
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
破
り
の

あ
る
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。
過
去

の
経
験
に
し
ぼ
ら
れ
る
の
で
は
く
、

く
と
、
心
身
の
随
駁
上
、
危
機
が
訪

れ
ま
す
。
週
に
一
度
は
休
息
を
。

＜
鏡
六
条
∨
　
目
先
に
こ
だ
わ
ら

な
い
こ
と

多
忙
な
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る

と
、
目
先
の
こ
と
に
夢
中
に
な
っ

て
、
全
体
の
流
れ
を
見
失
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
気
持
ち
の
上
で
離
艦
と

時
関
を
お
き
、
仕
事
や
家
睡
生
活
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＜
繍
七
条
V
　
腹
を
立
て
な
い
こ

と

わ
た
し
た
ち
は
小
さ
い
こ
と
に
脱

を
立
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
理

的
ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
き
、
踵
れ
て

い
る
と
き
に
は
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
り

心
を
強
く
鍛
え
る
八
か
条

そ
れ
を
踏
み
台
に
そ
し
て
乗
り
越
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

＜
籍
四
条
∨
　
ひ
が
み
っ
ぼ
く
な

ら
な
い
こ
と

複
雑
な
対
人
関
係
の
中
で
や
や
も

す
る
と
、
ひ
が
み
根
控
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
い

ち
ば
ん
緻
つ
き
や
す
く
、
精
神
衛
生

上
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
考
え

て
い
る
ほ
ど
深
刻
な
状
況
で
も
な
い

と
割
り
切
る
こ
と
で
す
。

∧
第
五
条
V
　
週
に
一
慶
は
必
ず

休
息
を
と
る
こ
と

働
き
詰
め
に
働
い
て
、
一
年
間
ほ

と
ん
ど
休
暇
を
と
ら
な
い
人
も
い
る

と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
態
が
続

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
怒
り
を
表

明
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
感
情

に
流
さ
れ
て
は
困
り
ま
す
。

＜
繍
八
東
∨
　
不
安
を
受
け
入
れ

る
こ
と

「
不
安
常
住
」
と
い
う
言
灘
が
あ

り
ま
す
が
、
確
か
に
、
人
間
と
し
て

生
き
て
い
く
上
に
不
安
は
つ
き
も
の

で
す
。
し
か
し
、
不
安
か
ら
逃
避
し

な
い
で
あ
る
が
ま
ま
の
不
安
を
受
け

止
め
て
、
現
実
の
生
活
で
の
具
体
的

な
問
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
し
て
い

く
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
姿
鈎
が
最
も
大
切
で
す
。
こ

れ
が
あ
れ
ば
、
不
安
は
む
し
ろ
解
決

へ
の
原
動
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。



（10）第335号　　　　　　　　　　　　　　　　鉱㊧西の紺

町 �も �鹿 児 �鹿 児 �大 

内 �え な �き 本 線 �島 本 線 �型 家 

会 場 �い ゴ ミ プ空 �か ら 輔 個 地 区 �か ら 北 使I 地 区 �庭 ゴ く べテ 

4 月 11 日 �ラガ スン チ、 �4 月 25 �4 月 �ツレ トビ 机冷 、蔵 

ツ空 クビ ��11 

及 �響く 雪が �目 �目 �い底 す、 、家 

ぴ 4 �ゴラ ムス 等窄 �水 �水 �白兵 軽、 

月 25 ����再建 等暴 

陶 器 

目 ����ふ 
類 ���と ん 

4月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 �i小型車くみ取り地区 

2（月） �西町、流木の一都∴∴∴日誌鷲誌別府（欄）・ 

3（火） �東町 �広漠 

4（水） �東町の一部 � 

5（木） �月2回くみ取り家庭　　　i月2回くみ取り家庭 

6（金） �虫生津、木守 � 

7（土） � �別府、木守、老良 

13（金） �旧倍、鬼津、若松、尾崎、 �別府、上別府（商家） 

14（土） �遠賀川 � 

6（月） � �別府、千代丸、鬼津、 （小鳥掛） 

17（火） �新町 � 

18（水） �新町 � 

19（木） �新町 � 

0（金） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

l（土） �新町、鹿波（中卒田）、別府 � 

3（月） �新町（ユニード前通り一部） 別府、上別府、虫生津、浅木 � 

4（火） �鬼津、若松、別府（高瀬） � 

5（水） �尾崎、今古賀、別府の一都 �鬼津、松ノ木、若松、逆官 

6（木） �別府 �老良 

7（金） �尾崎、浅木 浅木、若葉台、堂塔寺、上別府、 道宮、末寺、鬼津、虫生浬の一都 �浅木、鬼津（小鳥掛）、尾崎 （蟹喰） 

8し上ヽ �� 

㊧
㊤
⑯
㊥
⑮
㊧
㊨

∇
日
時
と
場
所

4
月
2
日
。
1
0
時
～
1
0
時
2
0
分

（
月
）
　
島
津
公
民
館

。
1
0
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

道
官
集
会
所

恐

相

。
日
時
－
n
時
4
0
分

若
松
公
民
館

。
1
3
時
0
0
分
－
1
4
時
2
5
分

別
府
公
民
館

。
日
時
3
5
分
～
Ⅱ
時
5
0
分

芙
蓉
公
園

o
1
3
時
0
0
分
－
1
4
時
2
5
分

木
守
公
民
館

。
1
4
時
4
5
分
－
鳩
時

千
代
丸
公
民
館

4
月
5
日
。
9
時
5
0
分
－
1
0
時

（
木
）
　
老
良
公
民
館

o
1
4
時
4
5
分
～
1
5
時
1
0
分

上
別
府
公
民
館

4
月
3
日
o
1
0
時
－
1
0
時
4
5
分

（
火
）
　
鬼
津
公
民
館

圏
1
0
時
1
5
分
～
日
時
4
5
分

浅
木
公
民
館

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

公
民
館
別
館

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
門
司
区
大
字
吉
志
1
1
5

及
び
名
　
0
の
1
番
地
、
1
7
5
0

称
　
　
　
の
3
番
地
、
1
7
5
0
の

4
番
地
、
金
比
種
山
基
地

▽
届
出
先
　
北
九
州
市
建
設
局
土
木
部

道
路
建
設
課
　
＄
（
5
8

2
）
　
2
2
7
9

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
5
月
2
5
日

4
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

⑮
㊥
。
日
時
5
分
－
日
時
4
0
分

尾
崎
公
民
館

。
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

広
漠
公
民
館

4
月
1
日
。
1
0
時
～
1
0
時
3
5
分

（
水
）
　
虫
生
津
公
民
館

。
1
0
時
5
5
分
－
日
時
2
0
分

東
町
公
民
館

4
月
7
日
。
即
時
－
日
時
0
0
分

（
土
）
　
松
ノ
木
公
民
館

4
月
2
1
日
。
1
0
時
～
n
時
0
0
分

（
土
）
　
役
場
車
庫
前

▽
料
　
金
一
頭
に
つ
き
三
千
三
百
六

十
円

▽
そ
の
他
　
不
用
犬
の
引
取
り
は
、
ど

の
注
射
揚
所
で
も
行
い
ま

す。

犬
は
法
律
に
よ
り
、
春
と
秋
に
「
狂

犬
病
予
防
注
射
」
を
受
け
ろ
こ
と
が
畿

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
に
か
か
っ
た
人
間
、
犬
は
現

代
医
学
で
も
全
く
冷
涼
の
方
法
が
な
く

患
者
は
死
を
待
つ
だ
け
の
、
た
い
へ
ん

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

生
後
三
カ
月
以
上
の
愛
犬
に
は
必
ず

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。



（11）僅⑭西の餌　　　　　　　　　　　　　　第335号

遷塵麺麺㊨
i‾ビタミンの照雄i　　　　く最終回〉

いくつかの食品を

組み合わせて食べることが大切

ビタミンは、体の中で栄達露が合成されたり

分解されたりする作用を円滑にする働きをしま

す。1日の必要量は1グラムの何千分のいくつ

と、ごく徴量ですが、大切な栄養素です。現在、
A、C、Dなど約20種類が発見されています。

ビタミンは、脂溶性ビタミン（あぶちに溶け

やすい）と、水溶性ビタミン（水に溶けやすい）
に分けることができます。脂溶性ビタミンには、

A、D、E、K、水溶性ビタミンには、BI、B2、

86、B12、ナイアシン（ニコチン酸）、葉酸などが

あります。

ビタミンが発見されか鉦・りのころ、その命

名はおおよそ発見された順序でアルファベット

（A、B、C、D、E…・つ　がつけられていま

した。しかし、ビタミンBの中には、各種の成

分が混ざり合っていることが分かり、Bに番号

をつけてBl、B2、B6、……と区別しました。です

からビタミンBというのはなく、ビタミンB群

という総称があるだけです。

また、ビタミンK、ビタミンPなどのK、P

いくつかの食品を組み合わせて食べま心労

は順番でつけられたアルファベットでなく、そ

れぞれ凝固（KoagulatlOn）、浸透性（Pemeabllity）

といった特有の作用を表す単語の頭文字を取っ

たものです。このほか、菜に多く含まれている

だめ葉酸と名付けられたビタミンもあります。

ビタミンは、Aはレバー、Dはイワシといっ

た具合に、特定の食品に偏っているので、A、

C、D・・・・などまんべんなく体に取り入れるに

は、いくつかの食品を組み合hせて食べる必要

があります。まだ、脂溶性のビタミンを含む食

品は油でいためない、水溶性のものは長い間水

に浸さないなど、それぞれの性勘二応じこ調理

士の注恵も必要です。

なお、厚生省が行っ別称鵬7年国民栄誌調査
の結果では、以前言あれでいた日本人のビタミ

ン不足は完全に解消されています。

「元観です」

太守の白木留美子さんと
長男・孝志くん
（3月13日乳児櫓顔で）

安
　
産
　
と
　
難
　
産
　
用

折
尾
田
中
壷
請
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

裏
書
と
雑
費
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
区
別
す
る
の
で
す
か
。

産
道
か
ら
胎
児
が
自
然
に
生
ま
れ

て
、
母
子
と
も
に
異
常
の
な
い
と
き
を

安
産
と
い
い
、
母
と
子
の
い
ず
れ
か
ほ

何
ら
か
の
異
常
が
あ
る
と
き
は
難
産
と

い
い
ま
す
。

も
し
、
帝
王
切
開
術
で
母
子
と
も
に

健
全
で
あ
っ
て
も
、
安
産
と
は
い
い
ま

せ
ん
。
産
道
か
ら
生
ま
れ
ろ
の
が
条
件

です。壷
道
と
は
ど
う
い
う
黒
味
で
す
か
。

産
道
は
、
能
と
子
宮
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
両
者
は
普
通
、
狭
い
子
宮
口
で

綾
織
し
て
い
る
の
で
す
が
、
分
娩
時
に

子
宮
口
が
す
っ
か
り
開
く
と
子
宮
と
瞳

は
伸
び
の
よ
い
大
き
な
管
と
変
わ
り
、

赤
ち
ゃ
ん
の
通
れ
る
道
と
な
り
ま
す
。

お
童
の
と
き
の
病
み
の
具
合
で
、
安

産
か
震
度
か
を
決
め
る
の
で
す
か
。

痛
み
は
個
人
差
が
あ
り
、
安
産
か
難

産
か
の
根
拠
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
痛
み

の
強
さ
で
は
な
く
、
分
娩
に
要
し
た
時

閲
の
長
さ
で
決
め
ま

す
。
普
通
分
娩
経
過

を
三
つ
の
時
期
に
分

け
ま
す
。

。
第
一
期
－
子
宮
口

が
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
が

通
過
で
き
る
ま
で
開

く
時
期
で
す
。
関
口

期
と
も
い
い
ま
す
。

〇
第
二
期
－
子
宮
の
筋
肉
の
収
縮
に
よ

り
、
胎
児
が
体
外
に
押
し
出
さ
れ
る
時

期
で
す
。
既
出
期
と
も
い
い
ま
す
。

。
第
三
期
－
胎
盤
が
庄
出
さ
れ
る
時
期

で
す
。
後
産
期
と
も
い
い
ま
す
。

日
太
産
婦
人
科
学
会
で
は
、
初
産
は

第
一
期
－
十
二
時
間
、
第
二
期
－
一
時

間
、
第
三
期
－
二
十
分
。

経
産
婦
で
は
、
全
期
と
も
半
分
の
時

間
で
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
間

内
に
生
ま
れ
た
の
か
安
産
で
あ
り
、
こ

れ
を
超
過
し
た
の
は
難
産
で
あ
る
と
い

う
見
解
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
産

の
進
み
具
合
は
体
質
の
影
響
が
大
き
く

多
少
の
誤
差
が
あ
る
の
か
普
通
で
す
。

従
っ
て
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て

も
よ
く
、
特
I
C
初
産
の
第
一
期
は
時
間

を
気
に
し
な
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

宙

レ
河
中
　
浦
芭
選

庭
池
の
乏
し
き
水
は
凍
て
つ
き
て
こ
ほ

れ
松
葉
が
黒
く
張
り
つ
く福
田
か
め
の

凍
て
つ
き
し
水
道
管
に
思
わ
ざ
る
井
戸

の
水
く
む
つ
る
ぺ
は
重
し久
野
き
よ
の

蓑
虫
は
凍
て
つ
く
風
も
知
ら
ぬ
げ
に
小

枝
に
さ
が
り
揺
れ
て
い
る
な
り

織
田
ち
か
え

山
茶
花
の
花
び
ら
も
共
に
凍
り
た
る
池

の
面
朝
の
日
に
き
ら
め
け
り
大
場
　
房
江

凍
て
つ
き
し
沢
庵
石
を
抱
き
遊
ぶ
わ
れ

老
い
た
れ
ど
カ
残
れ
り
電
広
　
　
勝
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4月上期の遠賀町主要行事
目 �暇 �行　　事　　内　　容 �時　　間 �（実施会掲 �担当課名 �目的及び主な対象等 �詳　細 

／27 （ 2 �火 （ 月 �三種日露合予防接謡 申　込　受　付 �8：30－17南緯衝 ��住　民　課 �印鑑持参のこと �8ページ I 

3舗 ��申　　込　　受　　付 � �0麿曽爾l住民課 ��和睦持参のこと �8ページ 

【 十 ��狂犬病予防注射 � � �住　民　課 �受けましょう �10ページ 

十 ��妊　　励　　相　　談 �9：30 �（役場保健室 i � �母子手帳交付 妊産婦 �8ページ 

狂犬病予　防　注射 � �「：〕∴∴∴ ��飼犬は必ず登録と注射を 受けましょう 不要去引取ります �110ページ i一∴ 

三謡混合予防接種 �3：10－－14： �　1 年央公輔車民課 

十 ��狂犬病予防　注射 �0：00－ilO： 0：55－11： l：35－11： 3：30・－14： 4：45－15： � � �受けましょう �10ページ 車公離 � � �8ページ 
5 �木 � �高三「：「∴∴：一言 ���受けましょう 不要犬引堪ります �10ページ 

6 �金 �B　C　G　予　防　撰　稲 � �車公輔車輔車競ン判定の陰性 ���8ページ 

7 �土 �狂犬病予防注車00一11：3 ��0年公職 �住民談巨大引取。言‾‾一一 ��10ページ 

10：00－ �i剛、醐 �！学務∴諌 】 �入学予定者91名 （男52女39） � 

浅木小学校入学計 �10：00－ �∴∴ �i �i入学予定者91名 （男50女41） � 

広漠小学校入学式 �10：00－　回体育錦上務謀国務縦 ���� 

－17‥001 ��総数可絵弼欝体育セン �� 

十 �� �10：00－　日婚館 ��箸∴務∴課 �（男89　女85） � 

i 遊資南中学校入学式l �10：00－ � �学　務∴課 �入学予定者127名 （男61女66） � 

十 ��乳　児　相　談巨0－10：3 �� �住　民　湘 � �9ページ 

老人クラブ会長会巨00一　国の家 ��� � � 

lb∴酋己∴ごと相中00－16車風脚中洞謀直轄峨擬雛 ����� 

重2 �木 �義子ノ晋云ル大河00－ ��一望勢至車会郷国チ一騎 ��� 

13 �金 � � �0第2会談塁上祉謀 ��各民生児亜委員 � 

1日土 l �� �一・17：0 �0 �，社会醐車型鐸体育セン �� 


